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同
和
問
題
と
は

　
同
和
問
題
と
は
︑特
定
の
地
域
の
出
身

で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
に
︑結
婚
や
就
職

な
ど
に
お
い
て
不
利
な
扱
い
や
差
別
的
言

動
を
受
け
る
と
い
う
︑日
本
固
有
の
人
権

問
題
で
あ
り
︑国
民
全
体
と
し
て
解
決
す

べ
き
課
題
で
す
︒

　
こ
の
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
︑国
と

地
方
公
共
団
体
は
︑法
律
に
基
づ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
い
ま
し
た
︒

　
そ
の
結
果
︑生
活
環
境
に
つ
い
て
は
︑全

体
と
し
て
著
し
く
改
善
さ
れ
た
も
の
の
︑

差
別
落
書
き
︑結
婚
に
お
け
る
差
別
︑差

別
発
言
な
ど
が
依
然
と
し
て
起
こ
っ
て
お

り
︑教
育
・
啓
発
な
ど
の
分
野
で
課
題
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
特
に
近
年
で
は
︑イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

悪
用
し
た
︑差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
情

報
発
信
や
悪
質
な
書
き
込
み
な
ど
︑情
報

化
の
進
展
に
伴
っ
て
差
別
に
関
す
る
状
況

の
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
︒

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
︑平
成
₂₈

年
₁₂
月
₁₆
日
︑﹁
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
﹂が
施
行
さ
れ
ま
し
た
︒

　
こ
の
法
律
で
は
︑現
在
も
な
お
部
落
差

別
が
存
在
す
る
こ
と
︑全
て
の
国
民
に
基

本
的
人
権
の
享
有
を
保
障
す
る
日
本
国
憲

法
の
理
念
に
の
っ
と
り
︑部
落
差
別
は
許
さ

れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
こ

れ
を
解
消
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ

る
こ
と
︑ま
た
︑全
て
の
国
民
が
等
し
く
基

本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け
が
え
の
な
い

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
︒

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

人
権
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
本
市
で
は
︑福
岡
県
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
で
あ
る
７
月
に
︑さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
︒こ
う
し
た
事
業

へ
の
参
加
を
通
じ
て
︑市
民
一
人
ひ
と
り
が

人
権
尊
重
の
精
神
を
正
し
く
身
に
付
け
︑

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
市
民
の
日
常
生

活
の
中
で
当
た
り
前
の
行
動
と
し
て
自
然

に
表
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
︑

市
民
み
ん
な
で
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒
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講
演
会

　
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー・角
岡
伸
彦
さ
ん
に
よ
る
講

演
会﹁
こ
れ
か
ら
の
部
落
問
題
﹂と
映
画﹁
風
の
匂

い
﹂の
上
映
︒

７
月
₂₁
日

㈮
₁₃
時
₃₀

分
～
₁₆
時
︑

ム
ー
ブ︵
小

倉
北
区
大

手
町
︶で
︒

街
頭
啓
発

　
い
ず
れ
も
７
月
３
日
㈪
︒
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九

州
の
選
手
が
参
加
す
る
出
発
式
は
︑₁₆
時
か
ら

小
倉
駅
Ｊ
Ａ
Ｍ
広
場
で
︒▼
門
司
区
＝
₁₆
時
か
ら
︑

柳
町
商
店
街
で　
▼
小

倉
北
区
＝
₁₆
時
か
ら
︑小

倉
駅
Ｊ
Ａ
Ｍ
広
場
︑小
倉

駅
前
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
︑魚
町
銀
天
街
︑小

倉
井
筒
屋
前
︑リ
バ
ー
ウ

ォ
ー
ク
北
九
州
前
で　

▼
小
倉
南
区
＝
₁₃
時
₄₀

分
か
ら
︑サ
ン
リ
ブ
シ
テ
ィ
小
倉
︑サ
ン
リ
ブ
も
り

つ
ね
で　
▼
若
松
区
＝
₁₁
時
か
ら
︑若
松
明
治
町

銀
天
街
︑サ
ン
リ
ブ
若
松
前
︑イ
オ
ン
若
松
シ
ョッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
で　
▼
八
幡
東
区
＝
₁₃
時

₃₀
分
か
ら
︑中
央
区
商
店
街
で　
▼
八
幡
西
区
＝

₁₆
時
₃₀
分
か
ら
︑黒
崎
駅
前
で　
▼
戸
畑
区
＝
₁₆

時
₄₅
分
か
ら
︑戸
畑
駅
前
で
︒

人
権
週
間
の
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

　
▼
標
語
＝
賞
は
入
選︵
₁₀
点
︶１
万
円
分
の
商

品
券
︑佳
作︵
₂₅
点
︶5
0
0
0
円
分
の
商
品
券
な

ど　
▼
ポ
ス
タ
ー
＝
大
き
さ
は
Ｂ
３
判
画
用
紙
︒

﹁
人
権
週
間
﹂と﹁
₁₂
月
４
日
～
₁₀
日
﹂の
文
字

を
必
ず
記
入
︒賞
は
最
優
秀
賞︵
１
点
︶５
万
円

分
の
商
品
券
︑入
選︵
₁₀
点
︶１
万
円
分
の
商
品

券
︑佳
作︵
₂₀
点
︶5
0
0
0
円
分
の
商
品
券
な
ど
︒

　

♠
◎
₁₅
歳
以
上︵
中
学
生
は
除
く
︶︒自
作
︑

未
発
表
の
も
の
︒作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
︒入
選

作
品
の
著
作
権
は
︑北
九
州
市
に
帰
属
し
︑市
が

行
う
啓
発
事
業
に
使
用
し
ま
す
︒
＃
作
品
の
裏

︵
標
語
は
︑は
が
き
か
募
集
チ
ラ
シ
︶に
住
所
︑氏

名
︑年
齢︵
高
校
・大
学
生
な
ど
は
学
校
名
と
学

年
︶︑電
話
番
号
を
書
い
て︵
標
語
の
団
体
応
募
の

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
作
者
名
を
記
載
し

た
上
で
︑代
表
者
の
氏
名
︑連
絡
先
を
明
記
︶９
月

１
日
ま
で
に
♥
へ
︒募
集
チ
ラ
シ
は
各
区
役
所
総

務
企
画
課
・
出
張
所
︑各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
中
︒

　
♥
人
権
推
進
セ
ン
タ
ー
人
権
文
化
推
進
課

（
〒
8
0
3‐0
8
1
4
小
倉
北
区
大
手
町
11
-4
、

☎
5
6
2・
5
0
1
0
）

人
権
啓
発
マ
ン
ガ
「
モ
モ
マ
ル
く
ん
と

考
え
よ
う
！ 

ス
ペ
シ
ャ
ル
」
を
発
行
し

ま
し
た

　

平
成
₂₅
～
₂₇
年
度
に
発
行

し
た
人
権
啓
発
冊
子
﹁
モ
モ
マ

ル
く
ん
と
考
え
よ
う
！
﹂の
集

冊
版
﹁
モ
モ
マ
ル
く
ん
と
考
え

よ
う
！ 

ス
ペ
シ
ャ
ル
﹂を
発
行

し
ま
し
た
︒モ
モ
マ
ル
く
ん
や

森
の
動
物
た
ち
を
登
場
人
物
に
︑

﹁
同
和
問
題
と
は
何
か
﹂﹁
同

和
問
題
解
決
に
向
け
て
大
切

な
こ
と
は
何
な
の
か
﹂な
ど
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま

す
︒表
紙
イ
ラ
ス
ト
や
作
画
は
︑

モ
モ
マ
ル
く
ん
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
本
市
在
住
の
漫
画
家
・
萩
岩

睦
美
さ
ん
が
担
当
し
て
い
ま

す
︒

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
の
催
し
な
ど

【 

意
見
を
募
集 

】

「
北
九
州
市
人
権
行
政
指
針
」（
改
訂
案
）　
▼
改

訂
案
の
配
布
・
閲
覧
＝
７
月
３
日
㈪
～
７
月
₃₁
日

㈪︵
土
・
日
曜
日
︑祝
日
は
除
く
︶の
８
時
₃₀
分
～

₁₇
時
︑人
権
推
進
セ
ン
タ
ー
人
権
文
化
推
進
課︵
小

倉
北
区
大
手
町
︑大
手
町
ビ
ル
8
階
︶︑市
民
文
化

ス
ポ
ー
ツ
局
広
聴
課︵
市
役
所
１
階
︶︑各
区
役
所

総
務
企
画
課
・
出
張
所
︑各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
︒市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵
ア
ド
レ
ス
は
表
紙
参
照
︶で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒▼
意
見
の
提
出
＝
様
式
自
由
︒

住
所
︑氏
名
︑意
見
を
書
い
て
配
布
・
閲
覧
期
間

中
に
Ｅ
メ
ー
ル︵
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
︶︑郵

便
︑フ
ァ
ク
ス
で
人
権
推
進
セ
ン
タ
ー
人
権
文
化

推
進
課︵
〒
8
0
3︲0
8
1
4
小
倉
北
区
大
手

町
₁₁︲
４
︑☎
5
6
2
・
5
0
1
0
︑🅵
5
6
2
・

5
1
5
0
︶へ
︒各
配
布
・
閲
覧
場
所︵
出
張
所
・
市

民
セ
ン
タ
ー
は
除
く
︶に
直
接
提
出
も
で
き
ま
す
︒

部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
（
抜
粋
）

　（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、現
在
も
な
お

部
落
差
別
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、情

報
化
の
進
展
に
伴
って
部
落
差
別
に
関
す

る
状
況
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、全
て
の
国
民
に
基
本
的
人
権
の
享

有
を
保
障
す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念
に

のっ
と
り
、部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も

の
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
こ
れ
を
解
消

す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、基
本

理
念
を
定
め
、並
び
に
国
及
び
地
方
公

共
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、相
談
体
制
の
充
実
等
に
つ
い
て
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、部
落
差
別
の
解
消
を

推
進
し
、も
って
部
落
差
別
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

北九州市人権の約束事運動
マスコットキャラクター 

「モモマルくん」


